
７　専門職研修

目標

対象

日数 1日

時間 6:30

科　目　名 時間数

保健師の役割 6:30

講師

保健師研修（偶数年度）

・保健師が行っている日々の保健活動での「気づき」や「違和感」から地域の健康課題を明確にし、根
拠に基づき事業化・政策化できる能力の向上を図る。
・グループワーク等を通じて、同職種での情報交換を行い、人的ネットワークづくりのきっかけを作
る。

実務経験２～４年目程度の保健師

研修日程

実施科目

科　目　内　容 方　　法

保健師業務に必要な知識を学ぶ。
講　　義
討　　議

8/27(木)

外部有識者

参加した研修生の声

・グループワークのコンサルタントの方の説明がとても分かりやすく有意義な研修だった。
・対象の視点や実際の状況を確認、共有し、事業展開のための根拠となるデータを集め、一つ一つを繋げていく
ことが大切だと分かった。
・自分自身の中に落とし込むまで少し時間がかかりそうだが、今後の保健師活動をする上で住民目線で考える
必要性を再認識できた。
・事前課題が難しかった。

研修所メッセージ

・市町村に勤務する保健師には、地域の保健衛生施策の複雑化や職員の分散配置、住民ニーズの多様化に伴い、
これまで以上に幅広い役割が求められています。
・本研修では、「事業化・施策化につなげる保健活動とは」をテーマに、講義および政策立案演習を通じて、実践
につながる知識と視点の習得を目指します。
・受講にあたっては、自団体の行政計画を把握し、自らの担当業務や実施している保健事業の目的を整理したう
えで臨んでいただくことで、研修内容の理解がより深まります。
・知識・スキルの向上に加え、日頃は機会の少ない他団体の保健師との情報交換・ネットワーク作りの場としても
積極的に活用してください。


